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情 報 サ ロ ン 

 

食 育 推 進 課 

 

第 48 回農林水産祭「実りのフェスティバル」で愛知産農産物をＰＲしました 

  

 平成 21 年 11 月６日（金）～７日（土）に、農林水産業と食に対する国民の理解と

認識を深めるためのイベント「第４８回農林水産祭 実りのフェスティバル」が東京

都江東区の東京ビックサイトで開催されました。 

（主催：農林水産省・㈶日本農林漁業振興会） 

このイベントは、都道府県及び農林水産

関係団体が参加し、全国各地の農林水産物

の宣伝、紹介と即売を行うもので、初日に

は秋篠宮同妃両殿下が来訪され、２日間で

４万２千人の来場者で賑わいました。 

本県産農産物をＰＲするため、愛知県農

産物需要拡大推進協議会（構成：ＪＡあい

ち経済連・愛知県）は、首都圏で販売を強

化している品目を中心に青果物１０品目、

加工品１品目、花き２品目等の展示、即売

を行いました。 

ＰＲの状況は次のとおりです。 

◆キャベツ 

ごま油和えの試食が好評。キャベツの甘さを感じるとの感想が多かった。 

◆トマト類 

イエローミニトマトの試食が好評。ミニトマト（赤・黄）の販売が好調だった。 

◆おおば 

 試飲は「さっぱりしてる」と好評。ジュースを自宅で作るため１０パック購入す

る来場者もあった。 

◆ぎんなん 

量り売りより、箱で購入する来場者が多かった。 

◆花き（シクラメン、切花） 

 シクラメン、切花ともに好評で、特に鉢花は１日目に大多数が販売できた。 

キャベツ、ふき、ぎんなん、おおば、花きで愛知県が日本一の産地であることを

知っている来場者はごく一部でした。 

試食等では愛知県の青果、花きの品質に対して来場者からは高い評価を得られたた

め、産地名を印象付け、ブランドイメージを確立するための取り組みが今後とも必要

であると思われました。 

愛知県の展示・販売ブース 



地域トピックス

新城設楽農林水産事務所

平 成 ２ １ 年 度 愛 知 県 茶 業 振 興 大 会
が盛大に開催されました

愛知県茶業連合会設立６０周年記念生産者大会

愛知県茶業振興大会は、愛知県、愛知県茶業連合

会及び開催市町の共催により、ほぼ毎年、県下の各

産地において開催されています。本年度は、平成

２１年１１月１４日（土）に、本県最大のせん茶産

地である新城文化会館（新城市）において、県内の

生産者など約３００名が参加して行われました。

振興大会では、第４１回愛知県茶品評会の表彰式

が行われ、大会長賞を受賞された８０名を代表し、

普通せん茶の部１等１席に輝いた中西都夫さんへの

賞状授与や特別賞受賞者１６名、産地賞１産地への

賞状授与が行われました。

また、今年は愛知県茶業連合会設立６０周年にあ

たり記念の生産者大会も併せて行われ、長年本県茶

業の振興、発展に尽力された方々（愛知県知事表彰

１９名、愛知県茶業連合会長表彰４１名、会長感謝

状３名）に対し、表彰状、感謝状の授与も行われま

した。

式典会場周辺では、出品された優秀な茶や機資材

の展示、新城産せん茶のふるまいが行われ、興味深

く見入っている生産者の姿が見受けられるとともに、

午後からは、記念講演会も行われ、参加者は今後の

お茶戦略について熱心に聞き入っていました。

なお、参加者への昼食には、地元産の食材にこだ

わった作りたて熱々の五平餅や八名丸里芋汁などが

用意され、地元の暖かいもてなしに参加者全員舌鼓

をうっていました。

主な品評会受賞者の方々

品評会出品茶の展示

昼食風景



 東 日 本 情 報  

                   東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

大田市場での初めてのトップセールス 

「旬菜・旬花 まるごと『あいち』交流会」が行われました 

愛知県産秋冬野菜販売が本格化した平成

２１年１１月１９日（木）に、大田市場で

のトップセールスが、知事及びＪＡあいち

経済連会長、ＪＡあいち知多、ＪＡひまわ

り、ＪＡ豊橋、ＪＡ愛知みなみ、豊橋温室

園芸農協の組合長などにより行われました。 

午前６時３０分、知事を始めとするセー

ルス集団がお揃いの黄色い法被に身を包み、

東京青果(株)のマンモス競売場前に設置さ

れた展示ブースで試食提供を始め、知事や組合長自らが、イチゴやミニトマトなどが盛

られたトレーを持ち、セリ前の買参人の皆さんに試食を勧めました。 

今回のトップセールスでは、日本ベジタブル＆フルーツマイスター協会にもご協力を

いただき、関東を中心に活躍されている２名の野菜ソムリエ（上原さん、霜村さん）に

試食メニューの提案と当日のセールスをお願いしました。試食内容は、ミニトマト、イ

チゴ、次郎柿、煮ふき、大葉ジュースなどの定番品のほか、野菜ソムリエの方に提案い

ただいた「愛知産ハーブグリーンサラダのイチゴドレッシング添え」と「愛知産冬キャ

ベツのバジル味噌マヨネーズ添え」です。 

 

 

 午前６時４０分、愛知のセールス集団は約１５０名の買参人が立つマンモスセリ台に

整列し、知事は「東京都民の台所として大田市場の活気を感じる。愛知県産品の出荷が

本格化するが、安全・安心に一生懸命取り組んだ農産物をしっかりと送り届けたい。」

とあいさつしました。引き続いてＪＡあいち経済連の倉内会長から過日の台風被害に対

試食を振る舞う知事 

イエローミニトマト        ハーブグリーンサラダ      キャベツのバジル味噌マヨネーズ添え 



するお見舞い御礼と「責任産地として総力を挙げ

て取り組み、より消費者に信頼していただける産

地を目指します。」と力強く宣言しました。 

その後、大田市場内にあるホテルコムズ大田市

場において、京浜地区の主要卸売会社代表者２０

人（青果１３社、花き７社）をお招きし、県産食

材を使った朝食を食べながらの意見交換会を開催

しました。 

 この日の朝食は、ホテルに特別に用意していた

だいた「愛知産朝定食」。この定食につかった食

材はふきやトマト類、大葉、ぎんなん、イチゴな

ど青果２０種類のほか、うずらの卵、蜆、あいち

のかおり（米）です。ここでも、「野菜ソムリエ

の一品」としてご提案のあった「あいち野菜ロー

ル」を加え、ソムリエの２人から提案メニューの

説明と日頃の取り組みをお話しいただきました。 

 意見交換会では、東京青果(株)大井副社長から

「ビジネスモデルが大きく変わっている。消費者

や量販店が望むものを川下視点から的確に捉えて、

いかにスピーディーに対応するか。これができな

いと卸も産地も伸びていかない。是非とも協力し

てやっていきたい。」と要望が出されました。 

 大田市場でのセールス終了後は、県、経済連、

各農協が２班に分かれて、大手量販店である“東急ストア”と“ライフコーポレーショ

ン”の本社に販売促進要請活動に出向きました。各社の農産担当者からは、産地フェア

を通じて盛り上げていきたいという要望が出されました。 

 

東京でのトップセールスは、昨年に引き続いて２回目ですが、首都圏という巨大消費

地において、本県の生産地としての役割は重要です。昨年から引き続く不景気感はなか

なか拭えませんが、少しでも県産農産物の消費を増やすための取り組みを継続して行い、

産地振興に繋げていきたいと思います。 

セリ台での知事あいさつ 

交流会会場内の様子 

愛知産朝定食 



 

                                                 食 育 推 進 課 

 

平成２１年度 第１回卸売市場活性化実務講座について 

 

  卸売市場のせり人に対して、生鮮食料品等の流通等に関する幅広い知識を習

得してもらうために、第１回目の講座を愛知県三の丸庁舎で開催しました。 

  講座では、食育推進課から食育の推進についての講義の後に、名古屋青果株

式会社取締役管理本部長の今枝健二氏から、「せり人の心得について」という演

題で、営業活動での失敗談を事例とし、せり人の心得について講演がありまし

たので、紹介いたします。 

 

１  わたしの失敗談 

  ①  腐ったミニトマト 

入社１年目に部長命令によりミニト 

マトを販売することとなった。 

産地との契約内容は１パック 350 円、 

毎日の出荷量は 400～1,500 パックで、 

販売先は、仲卸と八百屋（八百屋へは、 

買参人電話帳で売り込み）であった。 

その当時、ミニトマトは消費者になじみがなかったため、思うように販

売できず、売れ残りを冷蔵庫に入れ、翌日は売れ残りと当日の入荷分を販

売することになった。この悪循環により在庫が増え、最終的に商品は腐り、

400 万円の損害が発生した。 

これに対して会社からは叱られなく、なぜか同期入社でボーナスが一番

多かった。（退社を考えていたが、思いとどまった。） 

  ②  レタス怖～い 

せり人免許取得１年目に洋菜類全般を担当することとなった。 

レタスで販売苦戦、経済連からは 1,500 円以上との要望であったが、仲

卸希望価格 1,400 円以下(他の卸も 1,400 円で販売)であり、1,400 円で販

売し、経済連へ市況報告したところ「１ヶ月間名古屋青果向けの出荷停止」

で「１ヶ月間出入り禁止」となった。 

１ヶ月後に訪問し、「もっと生産者と経済連のことを考えろ」といわれた。 

この時、相場とは「携わる人の気持ちの最大公約数で妥協点をさぐるこ

と」だと学んだ。 

  ③  お天気とキノコ工場 

次に、しいたけを除く菌茸類（えのき、しめじ等）を担当した。 

他の品目に比べて天候に左右されず、数量、品質、価格が安定している

ため、産地とバイヤーと協議し、長期の契約販売を行うこととした。 

講演する今枝氏 

西 日 本 情 報 



ところが、菌茸類も寒いと成長が遅く、暑いと品質低下し、寒いときに

消費が伸びるため、契約どおりの販売ができなかった。 

このため、契約条件の見直しや、生育状況等の情報を共有し取引量の調

整をすることとした。 

この事例では、産地、卸、バイヤーの「共同の失敗」とういことで、み

なで修正を行いながら、取引きを継続することができた。 

  ④  キュウリの気持ち 

      キュウリは幼果を食べている。せっかくならばおいしく食べて欲しい。 

      輸入野菜が増加していた時、キュウリの価値は何か？を考え、産地とバ

イヤーで検討し、鮮度をアピールするため、いぼ落ちしていないキュウリ

を販売することとした。 

      キュウリの新出荷方式として１タッチ収穫(コンテナを複数用意し、収穫

の際に選果する)とコンテナ流通を導入するとともに、価格は１本２円高で

設定した。 

      産地からは「収穫作業に手間がかかる」。店舗からは「当日売れ残れば翌

日販売となり鮮度のメリットがない」との意見がでたが、消費者からのニ

ーズもあり、現在でも取引きは継続されている。 

      継続の秘訣は、失敗するだろうが産地、卸、バイヤーが諦めないという

気構えである。 

⑤ 栗きんとんの原料は 
岐阜県の中津川市、恵那市の和菓子店での栗きんとんの販売は、９月か            

ら２月まである。栗の収穫は８月下旬から 10 月上旬であり、仲卸が冷蔵庫

に栗を保管し、和菓子店に出荷している。 

収穫や市場までの運送のミスが重なり、出荷した栗の一部が醗酵してし

まい、和菓子店からクレームがあった。損失補償の負担割合についてＪＡ、

輸送業者、卸、仲卸で協議したが合意が得られなかった。 

しかしながら、生産者と和菓子店は、日頃からお互いを相互訪問し、交

流を深めており、生産者から損失の一部を補填するという提案があり、負

担の割合はＪＡ(43%)、輸送業者(29%)、卸(23%)、仲卸(5%)で解決できた。 

このことから、栗きんとんの原料は、「栗」「砂糖」の他に信頼関係とそ

れを創造維持する努力というエッセンスである「塩(汗)と鉄(お金)」が加

わっていると感じた。 

       

２  最後に・・・（失敗から私が学んだこと） 

    チャンスをくれたのは人だった 

失敗を助けていただいたのは人だった 

一生懸命の失敗なので助けていただいた 

仕事でも個人でも人との付き合いは一緒 

人との関係づくりには行動にある 

せり人は、情熱と行動と信頼という土台を築かなくてはならない 



 

                           中日新聞社 普及事業部  

 

あいちの花育「フラワー・ブラボー・コンクール」について 

 

１ フラワー・ブラボー・コンクール（ＦＢＣ）とは 

これは、愛知県をはじめとして中部地方の７県１市が行っている、小中学校を対象とし

た花壇コンクールです。 

その開催趣旨は、花作りを通じて子供達のやさしい心を育て情操教育に資するとともに、

学校及び地域の環境美化を図るなど、学校と地域との連携を図ることも目的としています。 

愛知県は昭和４０年から参加し、学校を核とした子供達の花作りの取組を積極的に奨め

てきました。 

２ ＦＢＣの内容 

 参加県・市と組織する実行委員会が、参加校に草花種子を無償で配布し、子供達に種か

ら植物を育ててもらい花壇作りを行うもので、春の４月と秋の９月に審査を行い、各々表

彰式を行います。 

他に、花壇設計図コンクール、花壇に関する写生・作文コンクール、地域花壇のコンク

ール等も行い、学校教育の多くの分野に花が活用できるように計画しています。 

各学校では、理科の時間はもちろん、図工の時間に花を写生したり、国語の時間に花に

係わる作文を書いたり、総合の時間に花壇の花を教室に飾ったり、花で布を染めたりと、

いろいろな形で花に親しんでいます。 

３ ＦＢＣの効果 

学校の先生方からは、「子供達が水やり当番など責任をもって行うようになった」とか、

「高学年の児童が低学年の児童に花の世話の方法を教え、共に作業するようになった」と

か、「子供達が花を好きになった」というような話が聞かれ、花作りを通して、子供達の責

任感、おもいやり、協調性等が養われている様子が伺われます。 

４ あいちの花育「ＦＢＣ」 

 最近、「花育」という言葉がでてきましたが、ＦＢＣはまさに「花育」の一つです。 

子供達の情操教育や、花を通じて命を大切にする心、優しい心を育てる花育「フラワー・

ブラボー・コンクール」に、多くの小中学校に参加してほしいと考えています。 

 

 
   花壇への花苗の植え付け          秋花壇の様子 

フラワーページ  



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：れんこん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ２，６２３ １，８９８ ３６６ ３５９ 茨城 (２４％)
(７２％)

２１年見通し ２，４００ － ３８０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛西市を始め海部地区を中心に入荷。 暖冬傾向で煮物の材料は厳しい販売環境が
夏場の日照不足から肥大が遅れ、数量不 予想される。従来の調理法に加え、火を通さ
足で平年の６～７割しかない。サイズはＭ ない食べ方を提案して、生食には向かないた
、Ｓ中心。下旬に品薄による価格の上昇が め、ペースト状にしてみそ汁の具材にするな
予想される。茨城は愛知ほどの不作ではな どの食べ方を提案していくことが必要ではな
い。品種は、愛知が備中ロータス中心だが いか。
箱詰め、販売のしやすさからダルマ系がよ 例年出荷時期が集中しているため、ピーク
く出ている。 を作らず価格維持する等工夫も必要である。

○ 東京都中央卸売市場（品目：サニーレタス）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２０年実績 ６８０ １４９ ３５９ ３７１ 茨城 (３５％)
(２２％) 愛知 （２２％）

静岡 （１３％）
２１年見通し ４３０ － ３２０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

茨城の秋作は終盤を迎え、本県産と静岡 サニーレタスは業務需要のウエイトが高い
からの入荷が増加してくる。 。他県産地のレベルが上がっているため、生
本県、静岡とも台風18号の影響で生育が 産量を確保しより一層の安定出荷をお願いし
遅れており、11月下旬から12月上旬にかけ たい。
て入荷量は少ない見込みである。 切り口の処理、低温輸送などの鮮度保持は
入荷量は前年をわずかに上回り、価格は もちろんのこと、色づけにも十分注意して出
前年をかなり下回る見込みである。 荷して欲しい。



名古屋・東京市場における青果物の１２月の見通し

１１月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ３７，９７３ 191 180 199 愛知 31%
１７年 ３７，９７２ 170 188 255 北海道 26%
１８年 ３８，８９５ 156 184 208 茨城 6%
１９年 ３８，２６６ 194 187 218 長野 4%
２０年 ３７，８０３ 203 200 216

５ ヵ年平均 ３８，１８２ － － －

２１年見通し ３６，３００ － － －

１６年 ２，５６３ 80 66 58 千葉 42%
１７年 ２，４１４ 45 71 99 愛知 38%
１８年 ２，１３０ 42 47 51 静岡 9%
１９年 ２，２７４ 71 64 59 徳島 8%
２０年 ２，３４８ 82 71 59

５ ヵ年平均 ２，３４６ 65 64 66

２１年見通し ２，３００ 60 60 60

１６年 ２，２２７ 159 161 154 愛知 68%
１７年 ２，５１９ 84 88 124 岐阜 13%
１８年 ２，８２８ 67 66 74 千葉 10%
１９年 ２，８２８ 102 75 94 北海道 6%
２０年 ２，６４４ 103 91 90

５ヵ年平均 ２，６０９ 101 93 105

２１年見通し ２，６００ 100 95 90

に
　
ん
　
じ
　
ん

１５８
９７
６９
８９
９５

９９

　産地は大幅に移行し、地元愛知の出荷が
ピークを迎える。千葉、岐阜。岐阜は上中
旬で終了。生育は順調で、順調な出荷が見
込まれる。
　入荷量、価格とも前年並みとなる見込
み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、千葉中心。下旬に徳島、静
岡が出てくる。愛知、千葉は作付面積減少
傾向だが生育よく肥大すすみ良好。台風の
影響は少なかった。寒さが本格的にならな
いと消費は鈍い。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

　愛知など秋冬物の入荷が本格化。夏の天
候不良、日照不足から土ものの生育は不作
傾向。葉菜、果菜への台風の影響は品目に
よって一部あり、年明け以降に本格化する
品目も出る見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みとなる見込み。

９５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９６

２０３
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計
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１１月２０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １３８，２８３ 216 203 212 千葉 20%
１７年 １３７，５４４ 181 214 288 茨城 18%
１８年 １４０，４１２ 173 199 232 北海道 14%
１９年 １３９，４７７ 212 216 237 愛知 6%
２０年 １３９，３５２ 221 218 236 （愛知産比率 6%)

５ ヵ年平均 １３９，０１４ － － －

２１年見通し １３９，２８０ － － －

１６年 １４，４７２ 70 62 59 千葉 47%
１７年 １３，８６２ 43 59 85 神奈川 44%
１８年 １２，８７２ 39 42 54 徳島 3%
１９年 １３，９０５ 67 62 62 茨城 2%
２０年 １３，１３２ 78 68 59 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １３，６４９ 60 59 64

２１年見通し １３，４００ 55 65 75

１６年 ８，４５２ 152 160 146 千葉 76%
１７年 ８，８６１ 83 92 137 埼玉 8%
１８年 ９，９０５ 68 70 82 茨城 7%
１９年 １０，０４６ 103 93 104 香川 3%
２０年 ８，８７７ 114 102 117 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ９，２２８ 103 102 116

２１年見通し ９，２００ 85 90 95

に
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じ
　
ん

１５２
１０５
７３

１００
１１０

１０７

　千葉を中心に関東産地からの入荷とな
る。千葉の生育は概ね順調で入荷は少な
かった前年を上回る見込み。埼玉は生育は
概ね順調であるが、一部で降雨による品質
低下が見られる。茨城も生育順調。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。千葉
の生育は台風被害もなく概ね順調である。
神奈川は遅れていた生育は回復しており、
順調な仕上がりとなっている。
　入荷量は前年をわずかに上回りで、価格
は前年をやや下回る見込み。

　関東産地からの入荷が中心で、土物類は
北海道からの入荷となる。11月までは天候
不順や低温などの影響で品目により入荷量
が大きく変動したが、12月に入ると出荷量
は回復し安定化する予想である。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

９０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２１８

２０６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ３，６３３ 74 68 73 愛知 56%
１７年 ４，１１７ 54 64 79 茨城 29%
１８年 ３，８３４ 42 50 50 長野 8%
１９年 ３，９１４ 54 58 61
２０年 ３，９６５ 61 65 68

５ ヵ年平均 ３，８９２ 57 61 66

２１年見通し ３，８００ 55 60 65

１６年 ２，９２１ 129 102 89 愛知 86%
１７年 ２，９６１ 76 108 173 茨城 11%
１８年 ３，２７１ 32 45 44 兵庫 1%
１９年 ３，４１９ 70 79 73 鹿児島 1%
２０年 ３，３８７ 116 104 101

５ ヵ年平均 ３，１９２ 84 87 94

２１年見通し ３，３００ 60 70 80

１６年 ５８４ 414 278 228 愛知 89%
１７年 ３４６ 385 588 879 群馬 4%
１８年 ４８７ 246 310 277 徳島 2%
１９年 ４９０ 388 342 284 岐阜 1%
２０年 ４３７ 480 404 352

５ ヵ年平均 ４６９ 382 367 369

２１年見通し ４５０ 300 350 400

２８０
３３７
４１０

３６５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知中心で、他に群馬、徳島。愛
知は天候に恵まれ、は種も順調、生育良
好。中旬には出荷も潤沢になる見通し。安
値も年末に向け徐々に回復する見込み。
　入荷量はわずかに上回り、価格は前年を
かなり下回る見込み。
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８８

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地は愛知を中心に、一部茨城。
　台風１８号の影響は、その後の天候回復
から年内出荷分は影響がなくなるまでに回
復し、順調な出荷を見込む。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高かったぜんねんを大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知中心、他に茨城など。愛知の
作付面積は減少しており、台風の被害もあ
まりなく、前年並みの出荷が見こまれる。
茨城の生育は順調。
　入荷量は前年をやや下回り、価格はかな
り下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １５，１０２ 50 45 47 茨城 97%
１７年 １５，５２３ 36 39 56 群馬 1%
１８年 １４，３０７ 25 29 32 埼玉 1%
１９年 １４，９５１ 37 37 43 北海道 1%
２０年 １４，８４４ 47 47 49 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １４，９４５ 39 39 46

２１年見通し １４，９００ 40 48 48

１６年 １２，１９８ 138 102 84 愛知 45%
１７年 １２，３６５ 73 108 150 千葉 35%
１８年 １３，１０５ 34 46 45 神奈川 8%
１９年 １２，８４５ 70 72 67 茨城 8%
２０年 １２，５３６ 112 100 88 （愛知産比率 45%

５ ヵ年平均 １２，６１０ 85 85 86

２１年見通し １２，９００ 42 50 55

１６年 ２，００４ 468 330 300 群馬 32%
１７年 １，９５６ 317 460 676 埼玉 21%
１８年 ２，０６１ 281 402 327 千葉 20%
１９年 ２，０３２ 381 369 352 茨城 18%
２０年 ２，０４３ 413 350 320 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２，０１９ 372 382 393

２１年見通し ２，１００ 350 330 350

３３５
３６７
３６０

３７８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。群馬
は天候不順の影響で７日程度の遅れ。埼
玉、千葉、茨城の生育は概ね順調で品質も
良好である。
　入荷量はわずかに上回り、価格は前年を
わずかに下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

３５８
４７４

は
　
く
　
さ
　
い

４７
４４
２９
３９
４８

４２

４５

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

１０７
１１０
４２
７０

１００

８５

４９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　本県からの入荷が増加して関東産地との
競合期となる。愛知は10月の台風被害が少
なく順調。千葉の生育は概ね順調。神奈川
は春系キャベツの作付面積が増加、生育は
概ね順調。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城からの入荷でほぼ全量を占める。茨
城の生育は台風により外葉の傷みがみられ
るが結球は順調である。早生から中生への
切り替わり時期の入荷はやや少ない見込
み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １，１９３ 310 263 314 愛知 21%
１７年 １，３０２ 266 302 455 静岡 13%
１８年 １，３１４ 257 274 266 群馬 10%
１９年 １，３８５ 368 329 369 鳥取 9%
２０年 １，４４２ 303 292 337

５ ヵ年平均 １，３２７ 301 293 349

２１年見通し １，４００ 280 300 350

１６年 １，６２８ 282 215 176 兵庫 47%
１７年 １，６８２ 135 241 378 愛知 17%
１８年 ２，４００ 114 159 175 静岡 16%
１９年 １，９５９ 174 188 178 茨城 5%
２０年 １，６０７ 294 259 296

５ ヵ年平均 １，８５５ 191 207 234

２１年見通し ２，０００ 150 170 190

１６年 １，５４７ 240 275 294 愛知 40%
１７年 １，２４０ 272 361 456 宮崎 23%
１８年 ２，３１６ 166 233 276 高知 21%
１９年 １，３０４ 322 375 452 鹿児島 16%
２０年 １，２６７ 394 398 433

５ ヵ年平均 １，５３５ 262 314 365

２１年見通し １，３００ 350 380 450
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は宮崎、高知、鹿児島、愛知など。
宮崎、高知、鹿児島の作付面積は横ばいで
順調な出荷を見込む。愛知に台風の影響が
若干出てくる。
　入荷量は前年を大幅にわずかに上回り、
価格は高かった前年をやや下回る見込み。

３１１

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は茨城がほぼ終了し、兵庫淡路産が
主産地に。台風の影響もなく生育は順調
で、大きな問題もなく、順調な出荷が見込
まれる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２１５
２４５
１５１
１８０
２８２

２０８

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　白ねぎの主産地が富山に代わり静岡に。
静岡は台風の影響が大きく、数量は減少す
る見込み。他の産地は平年並みの出荷が見
込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや上回る見込み。
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３１５

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

0

300

600

900

1200

1500

1800

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

数量
t

0

80

160

240

320

400

480

単価
円/Kg

0

700

1400

2100

2800

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

数量
t

0

90

180

270

360

単価
円/Kg

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

数量
t

0

100

200

300

400

500

600

単価
円/Kg



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ６，４０２ 238 212 212 千葉 28%
１７年 ６，５０５ 174 208 298 埼玉 19%
１８年 ６，６３３ 185 180 184 茨城 14%
１９年 ６，４８６ 268 235 270 群馬 12%
２０年 ６，８２６ 207 172 209 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６，５７０ 214 201 234

２１年見通し ６，７００ 250 230 210

１６年 ７，３１６ 281 214 173 静岡 29%
１７年 ７，２０６ 141 256 403 茨城 19%
１８年 ８，６５１ 126 170 179 兵庫 13%
１９年 ８，３２２ 178 190 181 香川 11%
２０年 ７，５４４ 265 246 275 （愛知産比率 4%)

５ ヵ年平均 ７，８０８ 196 213 238

２１年見通し ７，８００ 150 170 180

１６年 ５，５６８ 245 291 326 宮崎 34%
１７年 ４，９７６ 294 373 476 千葉 21%
１８年 ４，２７６ 379 464 774 高知 18%
１９年 ４，８１３ 342 381 462 埼玉 13%
２０年 ４，９４９ 413 408 451 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４，９１６ 331 379 486

２１年見通し ５，０５０ 380 420 420

２２０
２３０

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

２８５
３８０
５３２
３９４
４２３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　西南暖地からの入荷が増加して関東産地
との競合期となる。宮崎、高知の入荷量は
11月の曇雨天の影響で減少し、今後も天候
次第。千葉の促成物は回復しており、平年
並。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

３９６

 前年及び本年の

１６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡からの入荷が本格化し、香川、兵庫
からの入荷も続く。静岡は台風の影響で定
植が遅れたものの天候に恵まれ概ね順調な
生育。香川は前進気味で大玉傾向。兵庫は
定植時の降雨で定植が遅れ中旬以降に出荷
がまとまる見込み。入荷量は前年をやや上
回り、価格は前年を大幅に下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２１４
２６３
１６１
１８３
２６２

２１４

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。千葉
の生育は概ね順調であるがＬ中心で細めの
予想。埼玉の生育は概ね順調であるが、一
部で乾燥による生育遅れがある。群馬の生
育も順調である。
　入荷量は平年並みで、価格は安かった前
年を大幅に上回る見込み。

１８３
２５８
１９６

２１７

品
目
名
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ５３６ 365 327 265 愛知 50%
１７年 ４２６ 353 379 366 熊本 46%
１８年 ４４５ 337 375 381 高知 2%
１９年 ４４１ 370 363 343 鹿児島 1%
２０年 ４２７ 349 357 359

５ ヵ年平均 ４５５ 355 359 339

２１年見通し ４４０ 350 350 350

１６年 ８０４ 519 387 426 愛知 37%
１７年 ８３４ 401 403 431 熊本 32%
１８年 １，０９８ 320 252 209 三重 20%
１９年 ８２５ 539 400 355 岐阜 9%
２０年 ８６６ 395 313 308

５ ヵ年平均 ８８５ 427 344 337

２１年見通し １，０００ 250 280 300

１６年 ２０２ 788 770 855 愛知 51%
１７年 ２１８ 685 771 851 熊本 39%
１８年 ２７１ 546 414 505 和歌山 8%
１９年 ２２８ 844 857 697
２０年 ２２８ 758 646 667

５ ヵ年平均 ２２９ 716 679 703

２１年見通し ２５０ 400 500 600

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、愛知を中心に、他に熊本。東三
河は台風の影響が若干あり、入荷量は減少
することが予想される。熊本の生育は順
調。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

８０６
７７５
４８６
７９３
６８５

６９８

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、熊本が入荷量を増し、他に愛
知、岐阜で三分する。秋冬ものに移行、順
調な出荷を見込む。年内は、台風の影響は
少ない。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。
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４１１
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４２４
３３７

３６７

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、千両が愛知を主体に一部鹿児
島、長なすは熊本、夏秋ものは終了。愛
知、熊本とも作付面積は減少しているが、
作柄は良好。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並みとなる見込み。
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ２，３６８ 429 388 337 高知 60%
１７年 ２，１２５ 422 405 371 福岡 18%
１８年 １，９６２ 246 444 408 熊本 8%
１９年 ２，０７１ 416 388 395 栃木 7%
２０年 ２，０５１ 399 407 393 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，１１５ 385 405 379

２１年見通し ２，０００ 450 410 380

１６年 ４，４４４ 585 422 458 熊本 39%
１７年 ４，４７４ 415 416 468 愛知 20%
１８年 ５，９７３ 343 274 244 千葉 11%
１９年 ４，５６１ 557 434 377 静岡 8%
２０年 ４，６５２ 462 364 367 （愛知産比率 20%)

５ ヵ年平均 ４，８２１ 464 375 374

２１年見通し ４，７５０ 400 380 360

１６年 ８５４ 793 783 880 愛知 32%
１７年 ９７６ 625 739 851 熊本 23%
１８年 １，３０３ 532 438 491 千葉 13%
１９年 １，０２７ 818 848 706 宮崎 9%
２０年 １，０５３ 709 609 652 （愛知産比率 32%)

５ ヵ年平均 １，０４３ 684 666 697

２１年見通し １，０５０ 520 540 560

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　本県、熊本と関東産地からの入荷が中心
となる。本県の生育は台風後の好天候で回
復し11月は安定出荷があり、12月も平年並
みの見込み。熊本も前進出荷で潤沢な入荷
があり、12月も安定した入荷が見込まれ
る。入荷量は平年並みで、価格は前年を大
幅に下回る見込み。
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８２０
７４０
４８５
７８８
６５４

６８１

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　本県や熊本からの入荷が本格化する。熊
本の生育は前進傾向で順調であるが、12月
も安定した入荷が見込まれる。本県は台風
の影響はなくなり安定出荷が見込まれる。
千葉は天候不順で小玉傾向。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。
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４４７
３９６

４０２

 前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　西南暖地からの入荷が中心となる。高知
の生育は11月の曇雨天と冷え込みで着果が
やや不良であるが中下旬にかけて回復する
見込み。福岡も天候不順で草勢が安定せ
ず、平年よりやや少ない予想。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をわずかに上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ５５１ 388 444 385 鹿児島 43%
１７年 ５６１ 358 357 365 宮崎 37%
１８年 ３７０ 313 407 697 高知 18%
１９年 ４３５ 380 338 352 0 0%
２０年 ３５０ 491 579 527 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４５３ 383 417 446

２１年見通し ４００ 400 450 500

１６年 ３，３３７ 89 89 82 北海道 81%
１７年 ３，６１３ 94 96 97 長崎 19%
１８年 ３，５５１ 98 100 92
１９年 ３，０６２ 78 84 84 0 0%
２０年 ３，０６８ 89 90 80 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，３２６ 90 92 87

２１年見通し ２，５００ 120 120 120

１６年 ５，９３６ 77 78 66 北海道 99%
１７年 ５，８８１ 86 76 75 兵庫 1%
１８年 ５，８７２ 75 82 69 中国 1%
１９年 ５，８３２ 70 66 63 愛知 0%
２０年 ６，０９４ 67 66 58

５ ヵ年平均 ５，９２３ 75 74 66

２１年見通し ５，３００ 95 100 105

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地はほぼ北海道。作柄は不良で小玉傾
向。作柄が悪かった昨年からさらに入荷量
が減る見込み。数量不足から、価格も上
がってくることが見込まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。
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７２

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心、一部長崎。北海道は
作柄不良で年内分も少ない。長崎は１１月
下旬からの干ばつによる生育不良により小
玉傾向、収量は９０％程度。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。
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 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は鹿児島、宮崎、高知など。作付面
積は平年並み。昨年は天候不順で入荷量少
なかったが、今年は平年並みの作況が見込
まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １，６５７ 376 410 382 茨城 54%
１７年 １，７５２ 286 333 375 宮崎 20%
１８年 １，５７１ 275 390 685 高知 14%
１９年 １，５７９ 377 360 358 鹿児島 10%
２０年 １，６４２ 488 522 457 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １，６４０ 360 403 449

２１年見通し １，７００ 330 430 450

１６年 ６，８８８ 101 104 97 北海道 92%
１７年 ７，４２６ 101 103 105 長崎 7%
１８年 ７，６４０ 110 110 114 0 0%
１９年 ８，０９４ 85 90 91 0 0%
２０年 ８，０９３ 97 96 97 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，６２８ 99 100 101

２１年見通し ７，３００ 150 140 130

１６年 １０，２７６ 83 88 88 北海道 98%
１７年 １０，５２３ 95 98 100 中国 2%
１８年 １０，３１３ 85 87 88 0 0%
１９年 １０，００９ 74 76 77 0 0%
２０年 １０，５０９ 75 74 73 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １０，３２６ 82 85 85

２１年見通し ９，９００ 110 110 110

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春先まで北海道中心の入荷が続く。収穫
は終了し、在庫から出荷調整をする時期に
入った。中晩生品種の入荷となるが、夏場
の天候不順の影響で小玉傾向にある。品質
面では特に問題ない。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。
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８４

 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は収穫作業は終了。夏場の天候不順の影響
で商品化率が低く小玉傾向であるため平年
を下回る入荷となる。長崎は定植後の天候
不順で生育遅れがみられる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１０１
１０３
１１１
８９
９７

１００

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城と西南暖地からの入荷が中心とな
る。茨城は作付面積が微増。成り疲れで草
勢が落ちたが回復傾向にある。宮崎、高知
の生育は曇雨天で着果が不良であったが上
旬には回復する見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３８８
３３１
４２５
３６６
４９３

４００

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 １７，８１９ 275 290 282 静岡 19%
１７年 １７，８９２ 192 250 278 愛知 18%
１８年 １４，１９７ 297 341 380 フィリピン 15%
１９年 １５，２０７ 230 276 302 和歌山 9%
２０年 １３，５３５ 272 307 331

５ ヵ年平均 １５，７３０ － － －

２１年見通し １５，９００ － － －

１６年 ７，５５７ 194 194 205 静岡 40%
１７年 ８，１６２ 128 129 182 愛知 33%
１８年 ６，００１ 281 286 313 和歌山 18%
１９年 ７，６７１ 138 137 176 熊本 5%
２０年 ６，１５５ 230 240 259

５ ヵ年平均 ７，１０９ 188 190 221

２１年見通し ７，０００ 150 160 200

１６年 ８４５ 1,251 1,398 1,362 愛知 58%
１７年 ６５１ 1,198 1,790 2,259 熊本 13%
１８年 ７４０ 1,148 1,433 1,636 三重 13%
１９年 ６３６ 1,429 1,611 1,912 鹿児島 6%
２０年 ７１７ 1,126 1,284 1,556

５ ヵ年平均 ７１８ 1,227 1,491 1,717

２１年見通し ７３０ 1,100 1,300 1,400

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

２８２
２３７
３３９
２６９
３０３

２８３  前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、りんごに加え、いちごの入荷が
本格化。柿は切り上がり、上旬若干量残
る。みかんは作況良く豊作。りんごは、台
風の影響でで下級品が出る。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

１９８
１４７
２９５
１５２
２４４

２０１  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に、愛知、和歌山等から入
荷。表年で作柄は良好、早生品種は１２月
にピーク、中旬から青島が出回り、Ｌ玉中
心。酸高、糖度高。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，３４８
１，７７０
１，４３７
１，６８６
１，３３０

１，４９９  前年及び本年の

１，３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　地元愛知を中心に、熊本、三重等から入
荷。生育は好天により順調で、前倒し出荷
が予想され、年末は入荷量が減少する。前
年より入荷量多いが、小玉傾向。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並みとなる見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１６年 ６２，８６８ 318 346 322 愛媛 27%
１７年 ６８，９６４ 231 379 311 和歌山 10%
１８年 ５５，８０１ 339 386 411 長崎 8%
１９年 ６３，６３６ 267 322 324 熊本 8%
２０年 ６０，８７０ 292 324 345 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６２，４２８ － － －

２１年見通し ６３，０００ － － －

１６年 ３８，３００ 220 222 181 愛媛 44%
１７年 ４０，７８０ 149 160 206 和歌山 17%
１８年 ３１，１１７ 284 292 187 長崎 13%
１９年 ３９，３８４ 179 190 291 熊本 10%
２０年 ３５，１０１ 242 245 243 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３６，９３６ 211 218 223

２１年見通し ３８，０００ 200 220 220

１６年 ３，４１２ 1,362 1,501 1,504 栃木 43%
１７年 ３，０７１ 1,290 1,813 2,213 福岡 16%
１８年 ３，３２６ 1,235 1,429 1,770 茨城 12%
１９年 ３，１２８ 1,434 1,538 1,982 佐賀 11%
２０年 ３，１９７ 1,270 1,276 1,627 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 ３，２２７ 1,318 1,508 1,811

２１年見通し ３，２００ 1,200 1,200 1,500

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３２９
２７５
３８１
３０７
３２２

３２１  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん中心にりんご、いちごなどが入荷
する。りんごは、台風被害もなく入荷順調
で上位等級多い見込み。全体としては年末
ギフト需要など期待大きいが、不景気感強
く、苦しい販売が予想される。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回ると見込まれる。

み
　
　
か
　
　
ん

２１４
１６７
２８９
１８５
２４３

２１６  前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛中心に和歌山等から入荷する。
　今年は表年にあたり、各産地とも生育順
調だが、小玉果比率が高くＭ、Ｓサイズ中
心。食味良好も不足感なく価格は低調な見
込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回ると見込まれる。

い
　
ち
　
ご

１，４６７
１，８０２
１，５２５
１，６８３
１，４０２

１，５７２  前年及び本年の

１，３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木、福岡、茨城等中心に入荷。栃木の
生育は順調で増減の波なく堅調な入荷が見
込まれる。福岡も生育順調で年内の出荷量
が例年になく多い見込み。茨城も生育順調
だが病害の影響が懸念される。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回ると見込まれる。
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切　花　・　鉢　花　の　１２　月　の　見　通　し

　切　花（地方卸売市場ヤマヱ生花市場　　１１月２５日現在）

１６年 １，２６２ ６０
実 １７年 １，３２２ ６６

１８年 １，４５３ ４６
績 １９年 １，４４５ ５９

２０年 １，５９９ ４７

１，４１６ ５５

１，４００ ５８

概
　
要

１６年 １，０２０ ３１
実 １７年 １，０３３ ３４

１８年 ９０８ ２７
績 １９年 １，０７０ ３０

２０年 １，１３３ ２４

１，０３３ ２９

１，１００ ３０

概
　
要

１６年 ６２４ ４３
実 １７年 ５４５ ５３

１８年 ６５７ ４６
績 １９年 ５７１ ４６

２０年 ５８２ ４２

５９６ ４６

５８０ ４５

概
　
要

１６年 ９８ ８７
実 １７年 ８５ １２０

１８年 １３８ ４３
績 １９年 ７６ １０８

２０年 ８７ ７６

９７ ８２

８５ ８０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、沖縄、大分等から入荷。台風１８号の影響で愛知産はやや少なめ、他産地は前年
並みの入荷。中心品種は白系が「神馬」「精興の誠」黄系は「精興の秋」「精興光明」。
価格は、前半の動きはやや鈍いと思われるが、後半は、年末需要により活発な動きとなろ
う。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２１年見通し

５ヶ年平均

２１年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知を中心に長野、和歌山等から入荷。全体的に生育は順調に推移し、一部台風被害を
受けたものの回復し、影響はない。スプレー系は作付面積の減少により、年末需要の高ま
る後半に品薄気味となろう。価格は、前半軟調も、後半は年末需要により堅調な動きとな
ろう。

５ヶ年平均

　沖縄を中心に、愛知、静岡から入荷。主力の沖縄は台風の被害もなく生育は順調で、前
年を上回る入荷、愛知、静岡は台風の影響で少なめの入荷が予想される。価格は、前半の
動きがやや鈍いと思われるが、後半は需要の高まりから堅調な動きとなろう。

５ヶ年平均

２１年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２１年見通し

　和歌山、熊本、高知等から入荷。各産地とも生育は順調もやや前進傾向で推移。品種は
「アルタイル」「ホワイトベール」「マリーベール」等が中心。各産地とも作付面積は減
少し、前年をやや下回る入荷が予想される。価格は前半軟調な動きも、後半は年末需要も
あり、堅調な動きとなろう。

単位：千本、円／本
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１６年 ２５２ １７４
実 １７年 ２２０ ２１７

１８年 ２５９ １７３
績 １９年 ２３４ １９６

２０年 ２２１ １７７

２３７ １８７

２３０ １８０

概
　
要

１６年 ４０２ ７７
実 １７年 ３３１ １００

１８年 ３７１ ８７
績 １９年 ３６１ ９８

２０年 ２９６ １０５

３５２ ９２

３２０ １００

概
　
要

１６年 ３８６ ６５
実 １７年 ３６３ ７５

１８年 ３９４ ７３
績 １９年 ３６７ ７３

２０年 ３４２ ８０

３７０ ７３

３３０ ７８

概
　
要

１６年 ２，２９９ ５１
実 １７年 ２，４２２ ４７

１８年 ２，３４６ ５３
績 １９年 ２，３１５ ５６

２０年 ２，３５９ ４７

２，３４８ ５１

２，３００ ４５

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２１年見通し

　高知、岐阜、愛知、新潟等から入荷。てっぽうゆりは高知、鹿児島を中心に入荷し、生
育は順調。オリエンタル系は高知を中心に入荷。全体的に前進傾向で推移し、てっぽうゆ
り、すかしゆりは前年並みの入荷が予想される。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２１年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山等から入荷。長野は中旬には終了。各産地とも生育は順調だ
が作付面積が減少しており、前年を下回る入荷が予想される。価格は、前半動きが鈍く苦
しい展開も、後半は年末需要もあり、動きは活発となろう。

２１年見通し

　愛知、静岡、長野等から入荷。正月用花材の松は愛媛、茨城を中心に前年並みの入荷。
千両は産地により品質の差がみられるものの入荷は安定。ボケ、ユキヤナギ等の促成もの
は長野から前年並みの入荷。価格は、稽古用花材の動きは前半までで、後半は正月用花材
が堅調な動きとなろう。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２１年見通し

　高知、宮崎、徳島、愛知等と輸入物が入荷。国内産のシンビジウム、オンシジウムは生
育順調で、オンシジウムの入荷は前年並み、シンビジウムは若干の前進がみられ、前年を
上回る入荷が予想される。輸入ものはデンファレを中心に順調な入荷。価格は、前半は弱
めの動きも、後半は堅調な動きとなろう。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１１月４日現在）

１６年 １９，３３１ ８１８

実 １７年 １５，２５１ ８９３

１８年 １２，３３６ ９６９

績 １９年 １５，１８２ ８７９

２０年 １４，８２０ ７２８

１５，３８４ ８５２

１４，０００ ７３０

概
　
要

１６年 ２５，５２６ ５５４

実 １７年 ２２，９１６ ４８６

１８年 １５，３１７ ５２６

績 １９年 ２７，６２６ ３９９

２０年 １８，１６２ ５３２

２１，９０９ ４９３

１７，０００ ５００

概
　
要

１６年 ８１５，５２８ ４４７

実 １７年 ７５６，７２２ ３９６

１８年 ６６３，２５２ ４４９

績 １９年 ６９８，７１７ ４６４

２０年 ７１８，３２７ ４０３

７３０，５０９ ４３１

７００，０００ ４００

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　昨年同様、耐寒性のあるストリクタ、ヒロバドラセナ等の８号鉢以上の入荷となりそ
う。入荷量は昨年並みか。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５０％）、２位鹿児島
（３３％）、３位沖縄（８％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２１年見通し

５ヶ年平均

２１年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　入荷量はやや減少か。入荷のピークは上旬となりそう。お歳暮需要が中心で、高額商品
が取引きされる。５号鉢は相対取引が主体となり安定相場か。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（３３％）、２位長野
（１８％）、３位岐阜・山梨（各１１％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量はやや減少か。お歳暮需要などが若干あるが、全体的に厳しい動きが予想され
る。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（９９％）、２位茨城
（１％）となっている。

５ヶ年平均

２１年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１６年 １７４，９４４ ２，６９５

実 １７年 １５５，４７５ ２，８４５

１８年 １５６，４４１ ２，８０２

績 １９年 １６２，４２８ ２，７６５

２０年 １６７，９４１ ２，３０５

１６３，４４６ ２，６７８

１６０，０００ ２，３００

概
　
要

１６年 ４５，８５１ １９０

実 １７年 ３６，８４８ １８３

１８年 ３６，４７７ １６２

績 １９年 ４１，７３６ ２０６

２０年 ３７，０７８ ２０４

３９，５９８ １９０

３７，０００ ２００

概
　
要

１６年 ８２２，２６２ ４８

実 １７年 ７１９，２３７ ３８

１８年 ６４８，０８３ ３０

績 １９年 ６６０，５４０ ４６

２０年 ９７７，９５４ ２９

７６５，６１５ ３８

９７０，０００ ３０

概
　
要
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ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

２１年見通し

　入荷量は昨年並みか。気温の低下とともに花咲きが鈍り、需要が減少していくので、開
花に合わせて早めの出荷をお願いしたい。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（４４％）、２位奈良
（２０％）、３位三重（１６％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２１年見通し

　入荷量は昨年並みか。４号鉢以下が主体で、５号鉢以上は関東産が少量入ってくる。相
場は中値での値動きとなりそう。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉（５２％）、２位岐阜
（４４％）、３位茨城（３％）となっている。

２１年見通し

　秋の気候が良く、入荷が前倒し傾向となるため、入荷量は昨年より減少か。アーチタイ
プ及びテーブルシンビ（小鉢）に人気が集まりそう。逆にスタンダードの直立仕立ては苦
戦が予想される。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５２％）、２位徳島・高
知（各１１％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 45,880 131.3 6,234,278 106.7 136 81.3 415,662 103 41,886,374 94 101 94.9

トマト 289 111.0 69,886 101.7 242 91.6 1,544 115 412,515 100 267 75.8

たまねぎ 21,335 144.9 822,478 167.1 39 115.4 147,643 105 5,600,489 118 38 107.6

にんにく 1,890 116.0 224,599 136.3 119 117.5 15,159 100 1,400,499 92 92 91.3

ねぎ 2,916 93.4 357,958 114.9 123 123.0 23,484 94 2,486,084 94 106 88.6

ブロッコリー 4,712 127.1 747,045 106.6 159 83.9 25,407 96 4,139,678 91 163 99.7

結球キャベツ 1,171 832.4 45,030 1014.0 38 121.8 12,477 355 449,332 320 36 79.8

にんじん・かぶ 4,917 136.4 248,566 130.5 51 95.7 33,057 94 1,778,359 71 54 76.1

ごぼう 3,909 91.9 165,790 78.2 42 85.1 26,967 82 1,173,708 67 44 80.9

えんどう 19 25.7 3,739 20.0 194 78.0 672 85 140,665 86 209 106.2

アスパラガス 632 160.0 398,638 148.2 631 92.6 7,245 111 3,818,772 98 527 94.8

まつたけ 477 121.3 2,014,867 89.6 4,224 73.8 1,120 136 3,720,572 97 3,321 -

しいたけ 178 114.2 46,090 101.9 259 89.2 2,901 95 675,465 90 233 97.7

かぼちゃ 96 95.6 13,613 85.1 141 89.0 81,908 103 4,792,704 80 59 75.8

果実（生鮮・乾燥） 154,481 113.4 16,801,931 97.7 109 86.1 1,583,858 113 178,570,855 101 113 101.6

バナナ 104,297 110.4 7,714,851 92.3 74 83.6 979,151 125 76,159,196 128 78 130.3

パイナップル 11,675 111.1 753,611 116.2 65 104.6 109,674 96 7,394,175 104 67 113.4

レモン 4,298 94.9 463,001 77.5 108 81.7 39,597 84 4,454,426 48 112 49.4

オレンジ 8,390 127.0 712,821 108.7 85 85.6 85,291 98 8,264,474 94 97 96.0

グレープフルーツ 3,175 104.8 146,663 67.1 46 64.0 158,397 98 13,792,419 95 87 82.4

メロン 2,406 113.4 184,004 96.1 76 84.8 24,557 95 2,451,304 84 100 81.5

ぶどう 136 148.8 32,737 133.6 241 89.8 5,580 108 903,791 83 162 65.1

キウイ 7,787 170.5 2,078,831 134.8 267 79.1 53,981 107 16,097,635 106 298 121.2

いちご 644 92.0 559,107 77.5 869 84.2 1,990 95 1,741,106 81 875 102.4

切花（生鮮・乾燥） 4,327 107.3 3,196,899 98.3 739 91.6 27,522 107 20,438,122 97 743 92.7

鳥獣肉類 121,035 84.0 50,764,357 70.2 419 83.5 1,203,584 91 517,722,834 82 430 93.0

牛肉（くず肉含む） 36,378 99.5 14,573,804 73.5 401 73.9 355,724 103 138,031,502 81 388 81.6

豚肉（くず肉含む） 50,648 76.5 26,593,421 75.8 525 99.0 533,839 87 279,835,883 87 524 99.6

鶏肉 28,258 79.9 5,888,243 47.0 208 58.9 246,666 80 61,203,398 66 248 97.0

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 128,313 92.4 69,002,001 75.8 538 82.0 1,285,215 91 678,364,928 82 528 91.0

まぐろ類 16,446 86.7 12,366,561 61.2 752 70.6 159,571 98 141,429,361 84 886 69.8

さば・さんま・あじ・いわし 4,570 63.9 612,162 55.2 134 86.3 75,193 91 12,855,802 92 171 87.7

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 2,805 163.7 1,170,463 150.4 417 91.9 14,322 86 4,713,205 78 329 106.2

うんしゅうみかん 8 81.9 8,990 107.9 1,129 131.8 124 62 91,051 78 735 182.2

りんご 544 409.0 160,703 405.5 295 99.1 11,029 82 2,703,049 68 245 83.7

なし 1,432 167.9 570,394 157.6 398 93.8 1,546 135 622,892 123 403 75.6

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 271,663 105.1 - - - - 2,154,027 80 - -

緑茶 146 89.8 267,744 86.6 1,836 96.5 1,418 114 2,482,720 101 1,751 85.2

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

９ 月 ま で の 累 計
品 名

９ 月

主要農林水産物の輸出入実績 （２００９年）
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全  国 平成17年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成17年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 

 
項 目 

 

年 月 総 
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生鮮 

野菜 

生鮮 

果物 
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類 

魚介

類 

 
項 目

 

年 月 農産物

総 合

米 

 

野 菜 

 

果 実

 

畜産物

 

20年平均 101.7 104.7 102.4 106.9 105.5

 
 
 

 

 

 20年平均 97.7 94.7 104.8 100.8 101.6

21年 5月 100.6 105.7 104.3 106.0 105.1 21年 5月 94.2 98.6 100.7 82.4 100.0

6月 100.4 101.6 105.8 105.5 103.9 6月 93.9 98.4 98.8 101.0 101.2

7月 100.1 97.0 97.6 105.4 104.4 7月 92.1 98.5 92.4 105.1 100.8

8月 100.4 110.4 105.3 105.0 105.3 8月 97.8 98.3 107.8 100.5 99.0

全

 

国

 

9月 100.4 111.3 101.8 105.1 103.6 9月 96.3 99.5 103.4 78.8 98.3

20年平均 101.7 100.9 101.6 104.8 104.0   

21年 5月 101.3 100.0 101.3 101.5 105.4 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

6月 101.2 100.0 104.3 100.8 104.5  

7月 100.6 96.9 100.4 101.3 104.0

8月 101.0 109.2 108.7 103.1 104.3

愛

知

県

 

9月 101.0 110.3 107.3 101.5 102.3

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

20年平均 2,212 150 170 637 420 272 143 331 191 558 605 208 494 

21年 5月 2,240 236 229 572 380 302 142 306 180 401 603 184 467 

6月 2,240 150 190 643 323 311 151 325 192 412 496 186 490 

7月 2,240 140 161 626 305 320 147 361 199 399 559 184 524 

8月 2,240 136 187 663 542 427 210 359 231 487 562 182 708 

9月 2,240 166 217 661 465 318 189 372 232 473 759 224 -  
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

20年平均 553 346 408 150 261 669 614 163 172 328 230 824 492 

21年 5月 -  296 345 121 263 723 611 177 159 328 223 750 483 

6月 -  296 358 -  266 640 600 160 164 318 223 721 477 

7月 -  296 394 -  254 724 600 150 158 305 219 714 494 

8月 -  309 398 -  254 752 611 165 182 318 224 780 487 

9月 1,038 332 408 -  239 692 609 163 170 320 220 743 477 
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